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1. はじめに 

 本業務は、最上川中流部の横断形状・縦断形状の変動を確認し、河川整備計画や河川管理の基

礎資料とする目的で定期横断測量、定期縦断測量、深浅測量、基準点測量を実施したものでる。 

作業範囲が河川距離標 3.2kp～30.6kp であり、延長 27.4km と広範囲にわたり、200m 間隔で横断測

量及び深浅測量、基準点測量となり、27.4km の縦断測量を実施した。 

 測量範囲には、（株）最上川芭蕉ライン観光船下りの航路内での作業、交通量の多い国道４７号

線の作業もあり、安全管理の徹底が必要と思われた。 

   

 

 

                  図-1 測量作業範囲 
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2.国道 47 号線の安全対策 

 国道 47 号線上での作業は、戸沢村草薙地区～戸沢村猪鼻地区及び戸沢村蔵岡地区～新庄市畑地

区の区間において定期縦断測量、定期横断測量である。特に戸沢村猪鼻地区においては、道路幅

が狭く、カーブが多いため注意が必要と思われた。このため、表-1 の対策を実施した。 

 

              表-1 国道上の作業における対策と内容 

対 策 内 容 

①道路使用許可の提出 所管の新庄警察署へ道路使用許可の申請を行い、保安体制（測量交通処

理計画）によりする事とした。 

②作業中の看板設置 作業起点及び終点に測量中の看板を設置した。 

③交通誘導員の配置 国道上作業については、誘導員を配置し、通行車両に注意を促した。 

④安全な駐車場所の確保 決めておいた場所に駐車するように徹底した。 

⑤その他 安全チョッキの着用の徹底及び声の掛け合い 

 

 

      図-2 縦断測量状況              図-3 縦断測量状況     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.観光船航路内作業について 

 作業延長 27.4km の内 3.2kp～13.2kp までの 10.0km 区間は、(株）最上峡芭蕉ライン観光船下り

の航路となっており、定期観光船・貸し切り観光船が毎日頻繁に運行している。このため、相互

の安全を図るため、表-2 に記載する事項について安全管理を徹底し、作業を実施した。 

 

 

 

163



表-2 航路内作業における対策と内容 

 

上記以外にも深浅測量時の対策として、下記対策を実施した。 

◆水質汚染防護のため船外機燃料補給は、河川にガソリンの流出を防ぐために必ずガソリンスタ

ンドでの給油 

◆朝夕の天気予報を確認し、悪天候（大雨・強風等）の場合は作業を中止する。 

（強風時は河川の水面に波が立つような場合は、中止） 

◆「川の防災情報」により清水、古口水位観測所の水位状況により、増水の有無を確認する。 

（中止基準：清水水位観測所 水位+0.40m、古口水位観測所 水位+1.60m） 

◆他船舶の安全性を確保するため、ワイヤーロープ設置時は、約 20ｍ間隔でピンク色のテープを

ワイヤーロープに設置し、視認しやすくした。 

    図-4 打ち合せ状況             図-5 深浅測量状況 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 深浅測量状況  

 

 

 

 

 

対 策 内 容 

① 業

前日に運行状況を確

認 

業務着手前及び作業着手前に(株)最上川芭蕉ライン観光と打合せ

（図-4）を行い、作業内容等の説明を行った。 

②ワイヤーロープを使用

しない作業方法 

定期観光船ルートに関しては、ワイヤーロープを張らずに測深位置

は光波測距儀で側線方向に誘導しながら距離を測定した。 

③他船との識別 作業船には、「赤旗」を設置し、観光船から視認しやすいようにした。

④水際付近で待機 観光船とすれ違う際には、水際付近に退避し、観光船が通り過ぎる

のを待つようにした。 

⑤見張り員の配置 作業中船の往来を監視するため、見張り員を配置し作業を実施。 
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4.伐採時の安全管理 

横断方向の伐採作業においては、蜂及び機械等によるケガが心配された為、下記事項の安全管

理を実施した。 

 

①刈り払い中の接触防止 

刈り払い中は、作業範囲内に近づかないように徹底した。 

②蜂によるケガ防止 

蜂が飛来した場合は、一時作業を中止し、動向を確認する。 

③緊急医薬品や防虫スプレーの携帯 

ポイズンリムーバー及び防虫スプレーを携帯する。 

        図-7 伐採状況                図-8 携帯品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          図-9 木の幹に蜂の巣発見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.終わりに 

本業務においては、距離標に座標付けを行っている箇所もあったため、距離標をピンポイントで

探すことができ、工程を短縮できた期間、12 月中旬に降雪に見舞われて、強風等により作業を中

止する機会が増え、工程の遅れが生じた期間があったが、平成 24 年内に現場作業を無事故で終了

することが出来ました。 

 今回の経験を生かして、他の測量現場でも無事故無災害に努めたいと思います。 
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鮭川流量調査実施についての安全対策 

発注者 新庄河川事務所調査課 

受注者 大和工営株式会社 

業務名 鮭川流量調査 

発表者 担当技術者 佐藤 明世 

主任技術者 佐藤 大介 

 

1.はじめに 

本業務は、新庄河川事務所管内の鮭川流域における河川管理、整備計画検討及び砂防計画立案のため

の基礎資料を得ることを目的に鮭川流域における 8観測所(岩清水・戸沢橋・真木・八千代橋・真室川・

平岡橋・安久土・小川内)での流量観測・河川測量・採水作業・観測所保守点検を行っています。 

1.1 調査概要 

業 務 名：平成 24 年度 鮭川流量調査 

調査箇所：鮭川流域(新庄河川事務所管内) 

工    期：平成 24 年 4 月 1日～平成 25 年 3 月 29 日 

調査内容：低水流量観測 6 箇所 (27 回/年) 

        ：高水流量観測 7 箇所 (12 回/年) 

        ：採水作業     2 箇所 (12 回/年) 

        ：保守点検 水位観測所 7 箇所 (12 回/年) 

                   雨量観測所 8 箇所 (12 回/年) 

1.2 調査箇所 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平岡橋観測所 

真室川観測所 安久土観測所 

小川内観測所 

八千代橋観測所 

真木観測所 

戸沢橋観測所 

岩清水観測所 
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2.本業務での安全対策 

 2.1 教育訓練の実施 

本業務を開始するに当たりすべての作業従事者を対象に教育訓練

を実施しました。講習内容は、業務内容・各作業手順及び留意点、観

測所毎の危険箇所などですが特に高水流量観測に重点を置きました。

他の作業と違い 7 箇所の水位観測所で同時に実施するため最大で 20

人の人員が必要になり、また突然の増水時に作業を行わなければなら

ないときもあるため、必ずしも熟練度の高い人員だけで作業班を組め

るわけではないので周知が必要と考えました。 

高水流量観測とは河川の増水時に浮子を使った観測を行うことな

のですが、減水するまで作業を継続するため昼夜を通して実施します。 

夜間の作業は目視での状況確認が困難になり危険が増加するため、

安全対策として咄嗟の出来事に対し両手が使えるように手持ちの懐

中電灯ではなくてヘッドライトを使用することと、常に作業状況の確

認や作業員の安否確認を出来る様にトランシーバーを作業従事者全

員に携帯させることを取り決めました。 

 

2.2 普通救命講習研修の実施 

流量観測は作業者が直接河川に入り業務を行うため事故の発生す

る危険が高く、河川への転落は重篤な事故になる場合が考えられます。

そのため、現場での応急手当と救命措置が重要になります。そこで、

消防本部より救急救命士を講師に招き、作業従事者全員を対象に普通

救命講習研修を実施しました。 

救命講習の内容は、心肺蘇生法・止血法・体位管理などです。過去

にも当社では普通救命講習研修を実施したことがあるのですが今回

は新たにAED(自動体外式除細動器)の使用方法が追加されていました。

(平成 16 年７月から一般市民も利用可) 

ADE とは、体外に貼った電極のついたパッドから自動的に心臓の状

態を判断し、もし心室細動という不整脈を起こしていれば、電気ショ

ックで、心臓の状態を正常に戻す小型の器械です。 

普通救命講習では救急車の到着以前に AED を使用し

た場合には、救急隊員や医師が駆けつけてから AED を使

用するよりも救命率が数倍も高いことが明らかになっ

ていると説明を受けました。これを受けて、自社で AED

マップを作成し車両に携帯するようにしています。それ

に伴い、心肺蘇生に必要な人工呼吸用マウスピースも一

緒に携帯する事にしました。 

 

 

教育訓練 

心肺蘇生法 

AED マップ 

止血法 

高水観測(夜間作業) 

ADE 最寄箇所 

岩清水   ①戸沢郵便局 

戸沢橋   ①戸沢郵便局 

真 木   ②鮭川村役場 

八千代橋 ③福寿荘 

真室川   ④真室川町役場

平岡橋   ⑤梅里苑 

安久土   ⑥真室川小学校
小川内   ⑦姉崎医院 

①

②

③ 

④ 

⑤ ⑥ 
⑦
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2.3 スズメバチ対策 

毎年秋口になると定期横断測量のため、高水敷の刈払作業を実施す

るのですが、時期的にちょうどスズメバチの営巣活動の真っ最中です。

特に9月後半から10月中にかけてはブンブンそこら中を飛び回ってい

て作業中幾度となく目撃する事があります。一番の対策は巣に近づか

なければいいのですがそれでは作業が出来なくなってしまいます。 

対策としてスズメバチと遭遇したときのため、刈払作業時には殺虫

剤(スズメバチジェット)を携帯しています。これは特殊な強力ノズル

により、水平噴射で 4～6メートル、また 3メートル近い高所にも薬剤

が届き、スズメバチに対して優れた効果を発揮するハチ用殺虫剤です。 

万が一刺されてしまった場合を考え、ポイズンリムーバーも一緒に

携帯しています。これは不幸にもハチに刺されてしまった場合に素早

く体内から毒を吸い出す機器で、傷口にポイズンリムーバーをあてが

いポンピングすることによってリムーバー内を陰圧にし体内の毒を吸

い出します。 

右の写真はオオスズメバチに刺された箇所へポイズンリムーバー

を使って毒を吸い出しているところです。血液と一緒に透明な液体が

見えますがこれが吸い出せた毒になります。 

幸いにもまだ使用した事はありませんが、使用者に聞くところすべて

の毒は吸い出せませんが、吸い出すことによって症状はかなり緩和で

きるそうです。 

 

2.4 熱中症対策 

熱中症とは高温環境下で体内の水分や塩分(ナトリウム)のバ

ランスが崩れたり、体内の調整機能が破綻するなどして発祥する

障害の総称です。熱中症は症状と重度分類によって右の図に分け

られます。 

熱中症は梅雨の合間の突然気温が上昇した日や梅雨明けの蒸

し暑い日など、身体が暑さに慣れていない時に起こりやすいこと

を念頭に置く必要があります。下の図は 2010 年の例ですが、梅

雨明け後の 7月下旬から 8月下旬まで高温により多くの熱中症患

者が発生した事が分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

殺虫剤 

ポイズンリムーバー 
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低水流量観測においては真夏の炎天下でも観測員の身体保護のためウェ

ットスーツを着用しています。これは熱中症になる条件はかなり満たしてい

ますので有効な対策が必要になってきます。 

熱中症の一番の対策はやはり水分補給です。良く「水分を摂り過ぎると汗

をかき過ぎたり体がバテてしまったりするのでかえってよくない」と聞きま

すが、これは間違った考え方のようです。体温を下げるためには、汗が皮膚

表面で蒸発して体から気化熱を奪うことができるように、しっかりと汗をか

くことが需要なのです。また冷たい飲み物を摂ると胃の表面で熱を奪い、汗

で失われた水分も補給できるため一番効果があります 

水分補給は各自で適時するのですが、個人で持っている水筒だけでは足り

なくなってしまうときもあります。そこで十分に水分補給するため作業時に

はウォータージャグを車両に積載し、いつでも水分を取れるようにしました。 

また、水分の補給の他に忘れてならないのが塩分(ナトリウム)の補給です。

水分だけ摂っていると血液中の塩分濃度が低下して塩分欠乏による様々の症

状が生じることがあります。この対策として塩分を多く含んだ飴をジャグと

一緒に積載しています。最近は、コンビニエンスストアで取り扱っているの

で気軽に購入することが出来ます。 

 

3.最後に 

本業務はまだ工期途中であり、本論文で記載したスズメバチ対策や熱中症対策は必要にない季節にな

りましたが、これからの冬期の作業は夏季には起こらない危険が増えます。残りの作業を無事故で終え

るように危険予知活動の徹底やヒューマンエラーの削減し業務を行っていきたいと思います。 

 

ウォータージャグ 

塩熱飴 
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